
　（別添７） 事業所名 　グループホーム　ひだまり

2  目標達成計画 作成日：　令和3年　８月11日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

コロナ禍という事もあり、どうしても密になると思
い、避難訓練を、最近あまりしなかった現状があ
る。コロナ禍でも自然災害はやってくる。

コロナ禍でも避難訓練はできる。もう少し話し
合いをしながら、有事が起きたときにどうす
ればいいかを訓練をしながら考えていく。

・コロナ禍で、密になってはいけないと躊躇して
いたこともあるが、やはり、コロナ禍でも自然災
害はやってくる。1か月に1度のペースで避難訓
練を実施し、コロナや感染症のある方がいると
きにどういう避難の仕方がいいか等も話し合う。

２４ヶ月

2

コロナ禍で、ついつい後ろ向きな発言などが多く
なってしまう。

コロナ禍、現状において、当たり前のことが
当たり前にできる喜びを皆でわかちあいた
い。

・コロナ禍の現状を考えながら、前に進む。
・なるべく、面会ができるよう整える。
・ミニ行事を増やす。
・感動したりして、生きてる実感を増やす。

２４ヶ月

3 ２４ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


